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著名な学術集会での発表は、自身の研究を他の人々と共有
し、学術界での注目度を高めるよい方法です。しかしここに、
注意を要する問題が広がりつつあります。それは「Predatory 
conferences」、いわゆるハゲタカ学術集会の台頭です。ハゲ
タカ出版と同様に、ハゲタカ学術集会は、会議参加者の貴重
な研究資金をかき集めようとしますが、参加者にとっての見返
りはわずかばかりです。
これらの学術集会には確固たる学術的基準はなく、概して運
営がずさんです。ハゲタカ学術集会に出席することは研究資
金の無駄であり、そうした学術集会の運営に関わることも、自
身の評判を落とすことになりかねません。
今回の特集記事では、正当な学術集会とハゲタカ学術集会に
ついて大まかな説明をした後、皆さんの資金を搾取しようとす

る学術集会あるいはその主催者である可能性を警告するサインについて述べたいと思います。

学術集会
今やインターネットでほぼ瞬時に世界中の研究者と連絡を取ることができるのに、なぜまだ研究者たちは学術集会に参加す
るのでしょうか？その主な理由は3つあります。（1）人脈を作るため、（2）協力し合うため、そして（3）同じ分野の他の研究者が
行っている研究を知るためです。正当な学術集会は、これら3つすべての機会を提供します。

ジャーナルに公表された論文は、研究結果の永久的な記録となりますが、学術集会での発表、ポスター、抄録集は、研究の現
状を手短に伝えるスナップ写真のようなものといえるでしょう。正当な学術集会には、研究を発表し、討論に加わり、ポスター
を閲覧し、そして仲間と交流するための場を提供してくれるという価値があります。質の高い学術集会となると、著名な講演者
を招聘し、そして大抵はピアレビューされた抄録集を発行しています。その学術集会の活動が発表者や参加者の目的に適って
いることは疑いもないことでしょう。

ハゲタカ学術集会とは？
残念ながら、一部の学術集会は、先に述べた正当な学術集会の目的を満たしていなかったり、ピアレビュー、営利目的である
主催者の立場、参加予定者数などの詳細について、参加者が誤解するような情報を与えています。このような学術集会が、ハ
ゲタカ学術集会と呼ばれるものです。

悪辣な企業は、参加者にわずかな見返りしかもたらさないような「学術集会」を複数開催して、可能な限り多くのお金を手に
入れようとします。これらの学術集会はリゾート地で開催されることが多く、参加費が高く、大学教授や研究者に参加費用とし
て研究資金を使わせようとするのです。

ハゲタカ学術集会を避けるには
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ハゲタカ学術集会は、発表内容の編集上の監督を適切に行うこともなく、例えば本来行われるべきピアレビューのプロセスを
飛ばしてしまうなど、手抜きをします。また、実際にはその学術集会に関与していない一流の講演者が出席するような宣伝を
したり、正当な学会と提携しているように偽って、参加者を集めたりします。

ハゲタカ学術集会に参加することは、参加費や旅費に大金が費やされることはいうまでもなく、時間と労力を無駄にしてしま
う可能性があります。こうした学術集会の被害に遭わないよう心に留めておくべきいくつかのポイントを以下に挙げます。

警告サイン
• 学術集会の招待が迷惑メール（スパムメール）で届く
• ウェブサイトの作りが雑である（例：文法やスペルに誤りがある）
• 連絡先の情報がない
• 参加費の払い戻し条件がない
• スポンサーであるはずの学会や出版社のウェブサイトに掲載されていない
• 扱う領域の範囲が広すぎる（できるだけ多くの参加者を募るため）
• 主催者が様々な領域の複数の学術集会を、同じ場所または近くの場所で、同じ時刻に、開催している
• これまでに開催されたことのない学術集会である
• 適切なピアレビューを行うには、提出期限と学術集会との間の期間が短すぎる

もちろん、これらの警告サインのうち1つが当てはまるだけでは、必ずしもハゲタカ学術集会であるとはいえません。例えば、一
部の正当な学術集会は電子メールで参加者を募ります。しかし、これらの警告サインが複数見られる場合には、注意する必要
があるでしょう。正当な学術集会なのかどうかよくわからない場合は、これらの警告サインの有無をチェックするか、同僚やメ
ンターに助言を求める、または、私たちThinkSCIENCEにご相談ください。

まとめ
研究のための時間、研究結果、研究資金は貴重であり、参加者のためではなく主催者の営利目的で開催される質の低い学術
集会のためにこれらを無駄にしたくはないでしょう。今回は、ハゲタカ学術集会の概要を示し、用心すべき警告サインをいくつ
か取り上げました。ハゲタカ学術集会についてさらに詳しく知りたい場合は、日本におけるハゲタカ学術集会に関するジャパ
ンタイムスの最近の記事を参照してください。
参加を予定している特定の学術集会や論文の公表を検討中のジャーナルについて懸念がある場合は、弊社までご連絡くださ
い。学術集会およびジャーナルに関する弊社の幅広い知識に基づき、アドバイスをさせていただきます。ハゲタカジャーナル
または学術集会に騙されてしまった場合でも、弊社が皆様の研究と資金を確実に守るために何をすべきかをご提案しますの
で、きっとお役に立てると思います。
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